
Inform
ation

暮
ら
し
の
お
知
ら
せ

　
令
和
4
年
度
決
算
に
基
づ
く
健
全
化

判
断
比
率
と
資
金
不
足
比
率
を
公
表
し

ま
す（
左
表
）。

　
こ
の
指
標
は
「
地
方
公
共
団
体
の
財

政
の
健
全
化
に
関
す
る
法
律
」
に
基
づ

き
、
地
方
公
共
団
体
の
財
政
が
悪
化
し

た
場
合
に
早
期
に
是
正
す
る
こ
と
を
目

的
に
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
早
期
健
全
化
基
準
を
超
え
る
と
、
財

政
健
全
化
計
画
を
策
定
す
る
な
ど
、
財

政
運
営
上
の
制
約
を
受
け
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　
本
市
は
、
ど
の
指
標
も
早
期
健
全
化

基
準
を
下
回
り
、
財
政
の
健
全
性
が
確

保
さ
れ
て
い
ま
す
。

財
政
指
標
の
概
要

◦
実
質
赤
字
比
率
…
一
般
会
計
な
ど
を

対
象
と
し
た
実
質
赤
字
の
標
準
財
政

規
模
に
対
す
る
比
率

◦
連
結
実
質
赤
字
比
率
…
全
会
計
を
対

象
と
し
た
実
質
赤
字
ま
た
は
資
金
不

足
額
の
標
準
財
政
規
模
に
対
す
る
比

率
◦
実
質
公
債
費
比
率
…
一
般
会
計
な
ど

が
負
担
す
る
元
利
償
還
金
と
準
元
利

償
還
金
の
標
準
財
政
規
模
を
基
本
と

し
た
額
に
対
す
る
比
率

◦
将
来
負
担
比
率
…
一
般
会
計
な
ど
が

将
来
負
担
す
べ
き
実
質
的
な
負
債
の

標
準
財
政
規
模
を
基
本
と
し
た
額
に

対
す
る
比
率

◦
資
金
不
足
比
率
…
公
営
企
業
ご
と
の

資
金
不
足
額
の
事
業
規
模
に
対
す
る

比
率

　
標
準
財
政
規
模
と
は
、
地
方
公
共
団

体
の
標
準
的
な
状
態
で
通
常
収
入
さ
れ

る
で
あ
ろ
う
経
常
的
一
般
財
源
の
規
模

を
示
し
ま
す
。

　
令
和
4
年
度
決
算
の
概
要
は
、
広
報

な
り
た
12
月
1
日
号
に
掲
載
す
る
予
定

で
す
。

※
く
わ
し
く
は
財
政
課（
☎
20
‐
1�

5 

1�

2
）へ
。

雇
用
促
進
奨
励
金

事
業
主
は
申
請
を

　
市
で
は
、
障
が
い
者
や
高
齢
者
な
ど

を
雇
用
し
た
事
業
主
に
奨
励
金
を
支
給

し
て
い
ま
す
。

対
象
＝
市
内
に
事
業
所
が
あ
り
、
次
の

い
ず
れ
か
に
当
て
は
ま
る
市
内
在
住

の
人
を
常
用
労
働
者
と
し
て
雇
用
し

た
事
業
主（
①
〜
④
は
公
共
職
業
安

定
所
の
紹
介
で
雇
用
し
た
場
合
に
限

る
）

①
60
歳
以
上
の
人

②
障
が
い
の
あ
る
人

③
20
歳
未
満
の
子
や
障
が
い
の
あ
る
子

を
扶
養
す
る
母
子
家
庭
の
母
と
父
子

家
庭
の
父

④
精
神
・
身
体
の
障
が
い
に
よ
り
長
期

に
わ
た
っ
て
労
働
能
力
を
失
っ
て
い

る
配
偶
者
を
扶
養
す
る
人

⑤
自
己
の
事
業
所（
定
年
を
65
歳
以
上

に
定
め
て
い
る
事
業
所
に
限
る
）に

10
年
以
上
勤
務
し
た
定
年
退
職
者

奨
励
金
の
額（
1
人
当
た
り
）＝
月
額
1

万
7
、
0
0
0
円（
重
度
の
障
が
い

の
あ
る
人
は
2
万
2
、
0
0
0
円
）

助
成
期
間
＝
雇
用
し
た
翌
月
か
ら
12
カ

月（
重
度
の
障
が
い
の
あ
る
人
は
18

カ
月
）

申
請
期
限
＝
9
月
29
日
㈮

※
く
わ
し
く
は
商
工
課（
☎
20
‐
1�

6 

2�

2
）へ
。

小
規
模
特
認
校

豊
住
小
学
校
で
学
び
ま
せ
ん
か

　
小
規
模
特
認
校
と
は
、
地
域
の
特
性

を
生
か
し
た
活
動
や
、
ほ
か
の
学
校
に

は
な
い
特
色
あ
る
教
育
を
行
う
学
校
で
、

一
定
の
条
件
を
満
た
す
こ
と
で
市
内
全

域
か
ら
入
学
・
転
入
学
で
き
ま
す
。

　
豊
住
小
学
校
で
は
次
の
よ
う
な
教
育

を
取
り
入
れ
、
さ
ら
な
る
活
性
化
を

図
っ
て
い
ま
す
。

◦
地
域
と
連
携
し
た
体
験
学
習
の
充
実

◦
外
国
人
英
語
講
師（
A
L
T
）を
活
用

し
た
英
語
教
育
の
充
実

◦
遠
隔
地
の
学
校
と
交
流
学
習
を
行
う

な
ど
の
I
C
T
教
育
の
推
進

入
学
・
転
入
学
を
希
望
す
る
場
合
は

　
学
務
課（
市
役
所
5
階
）へ
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。
学
校
見
学
や
入
学
ま
で
の

手
続
き
な
ど
の
く
わ
し
い
説
明
を
行
い

ま
す
。

※
く
わ
し
く
は
同
課（
☎
20
‐
1
5
8 

1
）へ
。

令
和
4
年
度
の
財
政
指
標

結
果
を
公
表
し
ま
す

健全化判断比率 （単位：％）

財政指標の名称 比率 早期健全化
基準 財政再生基準

実質赤字比率 ─ 11.49 20.00

連結実質赤字比率 ─ 16.49 30.00

実質公債費比率 9.3 25.0 35.0

将来負担比率 90.1 350.0 ─
※「実質赤字比率」「連結実質赤字比率」は、黒字の場合は「─」の表記

資金不足比率 （単位：％）

特別会計の名称 資金不足比率 経営健全化
基準

水道事業会計 － 20.0

簡易水道事業会計 － 20.0

下水道事業会計 － 20.0

公設地方卸売市場特別会計 － 20.0

農業集落排水事業特別会計 － 20.0
※資金不足とならない場合は「－」の表記
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○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

内
容
＝
公
正
証
書（
遺
言
・
任
意
後
見

契
約
・
離
婚
に
関
す
る
契
約
・
私
文

書
の
認
証
な
ど
）の
作
成
に
つ
い
て

問
い
合
わ
せ
先
＝
成
田
公
証
役
場（
☎

22
‐
1
0
3
5
）

※
電
話
で
の
相
談
は
で
き
ま
せ
ん
。
相

談
を
希
望
す
る
人
は
当
日
直
接
会
場

へ
。く
わ
し
く
は
各
問
い
合
わ
せ
先
へ
。

固
定
資
産
に
関
す
る
調
査

利
用
状
況
を
確
認
し
ま
す

　
市
で
は
、
固
定
資
産
の
適
正
な
評
価

の
た
め
、
土
地
の
利
用
状
況
な
ど
の
現

地
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
12
月
27
日
㈬
ま
で
の
調
査
期
間
中
は
、

市
が
委
託
し
た
調
査
事
業
者
が
固
定
資

産
の
利
用
状
況
を
道
路
か
ら
確
認
し
ま

す
。
調
査
員
は
腕
章
を
着
用
し
、
調
査

員
証
を
携
帯
し
て
い
ま
す
。

調
査
範
囲
＝
市
内
全
域（
下
総
・
大
栄

地
区
を
除
く
）

調
査
事
業
者
＝
㈱
ゼ
ン
リ
ン

※
く
わ
し
く
は
資
産
税
課（
☎
20
‐
1 

5
1
4
）へ
。

指
定
学
校
変
更

区
域
外
就
学

申
請
は
期
限
内
に

　
市
立
学
校
の
通
学
区
域（
学
区
）は
住

所
地
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
て
い
て
、
自

由
に
学
校
を
選
択
す
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。
た
だ
し
、
事
情
が
あ
る
場
合
に

は
、
保
護
者
の
申
し
出
に
よ
り
指
定
学

校
変
更
や
区
域
外
就
学
が
可
能
な
場
合

が
あ
り
ま
す
。

指
定
学
校
変
更
＝
市
内
に
住
む
児
童
・

生
徒
に
対
し
て
定
め
ら
れ
た
学
区
以

外
の
市
立
学
校
へ
の
通
学
を
認
め
る

区
域
外
就
学
＝
市
外
に
住
む
児
童
・
生

徒
に
対
し
て
、
本
市
の
市
立
学
校
へ

の
通
学
を
認
め
る

　
令
和
6
年
度
か
ら
こ
れ
ら
の
制
度
の

利
用
を
希
望
す
る
人
は
、
11
月
30
日
㈭

ま
で
に
学
務
課（
市
役
所
5
階
）で
手
続

き
し
て
く
だ
さ
い
。
部
活
動
を
理
由
と

し
た
指
定
学
校
変
更
の
希
望
は
9
月
29

日
㈮
ま
で
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
新
小

学
1
年
生
は
就
学
時
健
康
診
断
の
通
知

書
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
成
田
中
学
校
へ
の
部
活
動
や

通
学
距
離
を
理
由
と
す
る
指
定
学
校
変

更
は
で
き
ま
せ
ん
。

※
く
わ
し
く
は
学
務
課（
☎
20
‐
1�

5 

8�

1
）へ
。

災
害
発
生
時
の
心
得

落
ち
着
い
た
行
動
を

　
職
場
や
学
校
な
ど
、
外
出
先
に
い
る

時
に
大
規
模
な
災
害
が
発
生
す
る
と
公

共
交
通
機
関
を
使
っ
て
自
宅
に
帰
る
こ

と
が
難
し
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
多
く

の
人
が
一
斉
に
徒
歩
で
帰
宅
を
始
め
る

と
、
火
災
や
建
物
か
ら
の
落
下
物
な
ど

に
よ
り
負
傷
す
る
恐
れ
が
あ
り
危
険
で

す
。
さ
ら
に
、
路
上
や
駅
周
辺
で
大
規

模
な
交
通
渋
滞
が
発
生
す
る
と
、
優
先

さ
れ
る
べ
き
救
助
・
救
急
活
動
の
妨
げ

に
な
り
ま
す
。

　
災
害
発
生
時
は
、
む
や
み
に
移
動
せ

ず
、
落
ち
着
い
て
次
の
よ
う
な
行
動
を

心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

◦
自
分
の
身
の
安
全
を
確
保
す
る

◦
職
場
や
集
客
施
設
な
ど
の
安
全
な
場

所
で
待
機
す
る

◦
災
害
用
伝
言
サ
ー
ビ
ス
を
使
っ
て
家

族
の
安
否
や
自
宅
の
無
事
を
確
か
め

る
◦
交
通
情
報
や
被
害
情
報
な
ど
を
入
手

す
る

日
頃
か
ら
準
備
し
て
お
き
ま
し
ょ
う

　
災
害
の
発
生
を
想
定
し
て
、
次
の
よ

う
な
備
え
を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

◦
非
常
食
・
水
・
常
備
薬（
各
3
日
分

以
上
）、
懐
中
電
灯
、
モ
バ
イ
ル
バ
ッ

テ
リ
ー
、
消
毒
液
、
体
温
計
、
歩
き

や
す
い
靴
な
ど
を
備
え
る

◦
徒
歩
で
帰
宅
す
る
場
合
の
経
路
を
確

認
し
て
お
く

◦
事
前
に
家
族
な
ど
と
安
否
確
認
の
方

法
や
集
合
場
所
を
話
し
合
っ
て
お
く

◦
携
帯
ラ
ジ
オ
や
地
図
を
持
ち
歩
く

※
く
わ
し
く
は
危
機
管
理
課（
☎
20
‐

1
5
2
3
）へ
。

無
料
法
律
相
談

法
の
日
と
公
証
週
間

　
毎
年
10
月
1
日
は
「
法
の
日
」、
10
月

1
日
〜
7
日
は
「
公
証
週
間
」
で
す
。

　
こ
れ
に
合
わ
せ
て
、
無
料
相
談
会
を

行
い
ま
す
。

司
法
書
士
法
律
相
談

日
時
＝
10
月
3
日
㈫ 

午
前
10
時
〜
午

後
3
時

会
場
＝
市
役
所
2
階
2
0
2
会
議
室

内
容
＝
不
動
産
・
法
人
の
登
記
、
簡
易

裁
判
所
訴
訟
、
自
己
破
産
、
債
務
整

理
、
成
年
後
見
な
ど

問
い
合
わ
せ
先
＝
千
葉
司
法
書
士
会
佐

倉
支
部
・
白し
ら

井い

さ
ん（
☎
0
4
3
‐

4
8
8
‐
4
6
3
3
）

公
証
相
談

日
時
＝
10
月
6
日
㈮ 

午
前
9
時
〜
正
午

会
場
＝
法
務
局
佐
倉
支
局

相
談
員
＝
成
田
公
証
役
場
公
証
人

競技用車いすを体験（19日）

8月16日㈬〜31日㈭

市長日誌
市長日誌は市ホームページでも公開しています

10月2日㈪

※�くわしくは①納税課（☎20-1519）、②保険年金課
（☎20-1547）、③介護保険課（☎20-1545）へ。

①国民健康保険税（第3期）
②後期高齢者医療保険料（第3期）
③介護保険料（第3期）

今 月 の 納 期 限

16日 下総ふるさとふれあい納涼まつり

17日 折り鶴平和使節団広島訪問報告会

18日
共生社会ウィークオープニン
グイベント
千葉県市長会定例会

19日 共生社会ウィークメインイベント
21日 農政推進協議会
22日 中学生議会

23日
市制施行70周年記念事業実行
委員会
成田山みたま祭り盆踊り大会

24日 シルバーいきいき作品展表彰式

28日 中学校全国・関東大会出場選手報告会

29日
首都圏中央連絡自動車道建設
促進県民会議総会・県民大会
総合計画審議会

30日 定例記者会見
31日 物流拠点整備に係る知事面談

広報なりた 2023.9.15　☎／市外局番の記載のないものは「0476」です広報なりた 2023.9.15　☎／市外局番の記載のないものは「0476」です11



暮
ら
し
の
お
知
ら
せ

　
ま
た
、
搬
入
の
際
は
ル
ー
ル
を
守
り
、

劣
化
が
著
し
い
物
に
つ
い
て
は
事
前
に

農
政
課（
☎
20
‐
1
5
4
1
）へ
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。

対
象
＝
農
業
用
塩
化
ビ
ニ
ー
ル
フ
ィ
ル

ム
、
農
業
用
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
フ
ィ
ル

ム
、
肥
料
袋
、
培
土
袋

　
育
苗
箱
・
保
温
マ
ッ
ト
・
あ
ぜ
シ
ー

ト
・
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
な
ど
は
対
象
外
で

す
。
産
業
廃
棄
物
処
理
業
者
な
ど
に
依

頼
し
て
く
だ
さ
い
。

※
く
わ
し
く
は
農
政
課
へ
。

浄
水
器
設
置
費
補
助
金

飲
料
用
井
戸
水
に

　
市
で
は
、
各
世
帯
の
飲
料
用
井
戸
水

か
ら
対
象
物
質
が
基
準
値
を
超
え
て
検

出
さ
れ
た
場
合
、
こ
れ
ら
を
除
去
す
る

た
め
の
浄
水
器
を
設
置
す
る
世
帯
と
浄

水
器
設
置
か
ら
5
年
以
上
経
過
し
、
故

障
な
ど
で
買
い
替
え
る
世
帯
に
補
助
金

を
交
付
し
て
い
ま
す
。

　
補
助
金
の
交
付
を
受
け
る
に
は
、
浄

水
器
の
購
入
・
設
置
前
に
、
申
請
の
手

続
き
と
審
査
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
な
お
、
水
道
が
整
備
さ
れ
て
い
る

地
区
の
人
は
交
付
を
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

対
象
物
質
＝
硝
酸
性
窒
素
、
亜
硝
酸
性

窒
素
、
ヒ
素
、
ト
リ
ク
ロ
ロ
エ
チ
レ

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動

思
い
や
り
を
持
っ
た
運
転
を

　
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
が
9
月
21

日
㈭
〜
30
日
㈯
に
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
重
点
目
標
は
次
の
通
り
で
す
。

◦
子
ど
も
と
高
齢
者
を
は
じ
め
と
す
る

歩
行
者
の
安
全
の
確
保

◦
夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
交
通
事
故
防
止

と
飲
酒
運
転
の
根
絶

◦
自
転
車
な
ど
に
乗
る
際
の
ヘ
ル
メ
ッ

ト
着
用
と
交
通
ル
ー
ル
遵
守
の
徹
底

　
一
人
一
人
が
交
通
ル
ー
ル
を
守
り
、

思
い
や
り
の
あ
る
運
転
を
心
掛
け
る
こ

と
が
大
切
で
す
。
家
族
で
交
通
安
全
に

つ
い
て
話
し
合
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

※
く
わ
し
く
は
交
通
防
犯
課（
☎
20
‐

1
5
2
7
）へ
。

農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

適
正
な
処
理
を

　
市
農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
対
策
協

議
会
で
は
、
農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

類（
農
業
用
ビ
ニ
ー
ル
、
ポ
リ
エ
チ
レ

ン
資
材
な
ど
）の
適
正
な
処
理
を
推
進

す
る
た
め
、
回
収
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
回
収
・
処
理
を
希
望
す
る
人
は
、
事

前
に
同
協
議
会
に
登
録
し
て
く
だ
さ
い
。

ン
、
テ
ト
ラ
ク
ロ
ロ
エ
チ
レ
ン
、
ク

ロ
ロ
エ
チ
レ
ン（
塩
化
ビ
ニ
ル
ま
た

は
塩
化
ビ
ニ
ル
モ
ノ
マ
ー
）

補
助
額
＝
浄
水
器
の
購
入
・
設
置
費
用

の
2
分
の
1（
上
限
15
万
円
。
生
活

保
護
受
給
世
帯
な
ど
は
30
万
円
を
上

限
に
全
額
）

※
く
わ
し
く
は
環
境
対
策
課（
☎
20
‐

1
5
3
2
）へ
。

パ
ー
キ
ン
グ
・

パ
ー
ミ
ッ
ト
制
度

利
用
証
を
交
付
し
ま
す

　
公
共
施
設
や
商
業
施
設
な
ど
に
設
置

さ
れ
て
い
る
障
害
者
等
用
駐
車
区
画
の

利
用
証
を
交
付
し
ま
す
。

対
象
＝
障
が
い
の
あ
る
人
、
介
護
が
必

要
な
高
齢
者
、
難
病
患
者
、
妊
産
婦
、

け
が
人
な
ど

必
要
書
類
＝
障
害
者
手
帳
な
ど
の
確
認

書
類
、
代
理
人
の
本
人
確
認
書
類

（
代
理
人
が
申
請
す
る
場
合
）

申
請
方
法
＝
必
要
書
類
を
持
っ
て
、
障

が
い
者
福
祉
課（
市
役
所
議
会
棟
1

階
）、
介
護
保
険
課（
市
役
所
議
会
棟

1
階
）、
健
康
増
進
課（
保
健
福
祉
館

内
）、
下
総
・
大
栄
支
所
へ
。
郵
送
の

場
合
は
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（https:// 

w
w
w
.pref.chiba.lg.jp/kenshi 

dou/m
achizukuri/chiba_par 

king_parm
it_shinsei.htm

l

）に
あ

る
申
請
書
と
必
要
書
類
の
コ
ピ
ー
を

千
葉
県
健
康
福
祉
指
導
課（
〒
2�

6 

0
‐
8
6
6
7 

千
葉
市
中
央
区
市
場

町
1
‐
1
）へ

　
障
が
い
の
種
類
な
ど
に
よ
り
、
交
付

基
準
や
利
用
期
間
が
異
な
り
ま
す
。
交

付
を
希
望
す
る
場
合
は
、
事
前
に
障
が

い
者
福
祉
課（
☎
20
‐
1
5
3
9
）へ
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。

※
く
わ
し
く
は
同
課
へ
。

千
葉
交
通
バ
ス

桜
田
線
と
栗
源
線
の
一
部
が
運
休

　
10
月
1
日
㈰
か
ら
千
葉
交
通
バ
ス
の

桜
田
線（
大
栄
支
所
〜
多
古
車
庫
間
）と
、

栗
源
線（
成
田
空
港
第
2
タ
ー
ミ
ナ
ル

〜
農
園
リ
ゾ
ー
ト
ザ
フ
ァ
ー
ム
間
）で

土
・
日
曜
日
、
祝
日
の
運
行
を
次
の
通

り
運
休
し
ま
す
。

運
休
と
な
る
便

◦
桜
田
線
…
全
て
の
便

◦
栗
源
線
…
ジ
ェ
イ
フ
ィ
ル
ム
発
午
前

6
時
25
分
・
午
後
6
時
35
分
の
便
、

成
田
空
港
第
2
タ
ー
ミ
ナ
ル
発
午
後

5
時
35
分
・
7
時
35
分
の
便

※
く
わ
し
く
は
千
葉
交
通
㈱
多
古
営
業

所（
☎
0
4
7
9
‐
76
‐
3
4
8
7
）

へ
。

災害・各種情報を提供する「なりたメール配信サービス」「なりたメール配信サービス」へ登録を
　屋外の防災行政無線の放送が聞き取りにくい場合や、外
出している場合などでもメールで情報を受け取ることがで
きます。登録は無料です。
配信内容＝防災行政無線で放送する防災・消防・防犯情報
など

対応言語＝日本語、英語、韓国語、中国語（簡体字・繁体字）、
ポルトガル語、スペイン語、タガログ語、タイ語

登録方法＝右下のQRコードを読み取るか、登録用アドレス
（t-narita@sg-p.jp）に空メールを送信して
登録する

※防災行政無線の放送内容は防災行政無線
テレホンサービス（10120-38-3898）でも
確認できます。くわしくは危機管理課（☎
20-1523）へ。
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